
2007 年度日本海学研究グループ支援事業 

『 日 本 海 の 生 物 相 の 変 遷 と 環 境 変 動 』に 関 す る シ ン ポ ジ

ウ ム 特 集 号 の 出 版 と 普 及  

上 越 教 育 大 学  天 野 和 孝  

 

現 在 世 界 的 な 規 模 で の 環 境 変 動 に と も な い 日 本 海 の

環 境 変 化 や 生 物 相 へ の 影 響 も 危 惧 さ れ て い る ．こ う し た

環 境 変 動 と 生 物 相 の 変 化 に つ い て は 地 質 時 代 に も 生 じ

て お り ，特 に 新 し い 時 代 で あ る 鮮 新 世 か ら 更 新 世 に か け

て の 変 動 を 知 る こ と は ，今 後 の 予 測 に 役 立 つ と 考 え ら れ

る ．  

日 本 海 は ，従 来 か ら 海 洋 学 お よ び 生 物 地 理 学 的 観 点 か

ら の 特 異 性 が 指 摘 さ れ て い る ．つ ま り ，日 本 海 の 深 海 は

日 本 海 固 有 水 と 呼 ば れ る 冷 た く 酸 素 に 富 む 水 塊 で 満 た

さ れ て お り ，表 層 に は 唯 一 の 外 洋 水 と し て 東 シ ナ 海 か ら

対 馬 海 峡 （ 水 深 1 3 0  m） を 通 っ て 対 馬 暖 流 が 流 入 し て い

る ．西 村（ 1 9 7 4）は ，生 物 地 理 学 的 観 点 か ら 日 本 海 生 物

相 の 特 徴 と し て 以 下 の 点 を 挙 げ て い る ． ( 1 )太 平 洋 側 の

よ う に 暖 流 系 ，寒 流 系 種 の 地 理 的 境 界 が 明 瞭 で な い ．( 2 )

沿 岸 生 物 相 が 極 め て 貧 困 で あ る ． ( 3 )閉 鎖 的 な 海 洋 に も

か か わ ら ず ， 固 有 の 規 模 ， 程 度 は 小 さ い ． ( 4 )深 海 動 物

群 中 に 一 次 的（ 古 代 的 ）深 海 生 物 が 見 ら れ な い ．こ れ ら

の 特 徴 の 原 因 を 考 え る 際 に は ，古 生 物 学 的 な 資 料 に 基 づ

い て ，日 本 海 生 物 相 の 変 遷 を 明 ら か に し ，地 形（ 海 峡 の

形 成 や 消 滅 な ど ）や 環 境 変 動（ 温 暖 な 鮮 新 世 か ら 寒 冷 な

更 新 世 へ の 移 行 ，氷 期・ 間 氷 期 サ イ ク ル な ど ）の 影 響 を
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考 慮 す る 必 要 が あ る ．   

そ こ で ，鮮 新 世 か ら 更 新 世 に か け て 日 本 海 の 生 物 相 が

ど の よ う に 変 化 し た の か ，ど の よ う な 環 境 変 動 と 関 係 し

て い る の か を 具 体 的 に 明 ら か に す る た め ,日 本 古 生 物 学

会 2 0 0 6年 年 会（ 松 江 市 ,  島 根 大 学 ）に て ，シ ン ポ ジ ウ ム

「 日 本 海 の 生 物 相 の 変 遷 と 環 境 変 動 -過 去 ， 現 在 そ し て

未 来 へ 向 け て 」を 行 っ た ．今 回 日 本 海 学 推 進 機 構 の 助 成

を 受 け て 出 版 さ れ た 特 集 号 『 化 石 』（ 日 本 古 生 物 学 会 ）

8 2号 は そ の 際 に 発 表 さ れ た 講 演 お よ び コ メ ン ト の 内 容

を 集 録 し た も の で あ る ．  

本 特 集 号 は 底 生 生 物 化 石 の 変 遷（ 貝 類 ，天 野；貝 形 虫 ，

入 月 ・ 石 田 ， 小 沢 ； 底 生 有 孔 虫 ， 花 方 ）， 浮 遊 性 生 物 化

石 の 変 遷 （ 放 散 虫 ， 上 栗 ・ 本 山 ， 板 木 ； 浮 遊 性 有 孔 虫 ，

北 村 ； 石 灰 質 ナ ン ノ 化 石 ， 佐 藤 ）， 現 生 生 物 の 起 源 お よ

び 環 境 変 動 に 対 す る 応 答（ 深 海 性 底 魚 ，小 島 ほ か；プ ラ

ン ク ト ン ， 千 葉 ） か ら 構 成 さ れ て い る ．  

こ の 特 集 号 の 成 果 は 主 に 生 物 相 の 変 遷 と 環 境 変 化 の

２ つ の 観 点 か ら 以 下 の よ う に 要 約 さ れ る ．  

生 物 相 の 変 遷 ：（ １ ） 日 本 海 固 有 の 絶 滅 種 は 移 動 能 力

の 低 い 貝 類 と 貝 形 虫 類 に 見 ら れ ，こ れ ら は 中 新 世 に 出 現

し た 種 も あ る が ， 多 く は 鮮 新 世 以 降 に 出 現 し て い た ．

（ ２ ）貝 類 と 貝 形 虫 類 で ,そ れ ぞ れ 約 9 0 万 年 前 ，9 0～ 4 0

万 年 前 に 生 じ た 絶 滅 は ，氷 期 の 寒 冷 化 と 日 本 海 の 閉 鎖 化

に と も な う 表 層 水 の 塩 分 低 下 お よ び 底 層 部 の 貧 酸 素 化

に 原 因 が あ る と 考 え ら れ る ．（ ３ ） 一 方 ， こ の よ う な 氷
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期 を 生 き 延 び た 貝 類 お よ び 貝 形 虫 類 の 固 有 種 は ，閉 鎖 的

に な っ た 日 本 海 に お い て も 中 層 に 存 在 し た 高 塩 分 ，高 酸

素 の 水 塊 に 生 息 し て い た と 考 え ら れ る ．こ の 結 果 は ，放

散 虫 化 石 の 群 集 解 析 や 現 生 の 深 海 性 底 魚 の 分 子 生 物 学

的 な 検 討 か ら も 支 持 さ れ た ．  

環 境 変 化 ：（ １ ） 放 散 虫 化 石 か ら は ， 低 温 で 酸 素 に 富

ん だ 深 層 水 が 2 5 0 万 年 前 か ら 形 成 さ れ 始 め た こ と が 示

さ れ た ．（ ２ ） 対 象 と し た 生 物 に よ り 時 期 は 若 干 異 な る

も の の ，鮮 新 世“ 中 期 ”以 降 に 津 軽 海 峡 ま た は 対 馬 海 峡

付 近 を 経 て 暖 流 の 流 入 が あ っ た こ と が わ か っ た ．貝 類 と

貝 形 虫 類 の 場 合 ，2 7 5 万 年 前 ご ろ の 寒 冷 化 に よ り 温 暖 種

が 絶 滅 ま た は 減 少 し ，寒 冷 種 が 多 く 出 現 す る よ う に な っ

た ．（ ３ ） 第 四 紀 更 新 世 前 期 以 降 の 間 氷 期 に も 対 馬 海 峡

か ら 暖 流 が 流 入 し た が ，こ の 時 に 移 入 し て き た 暖 流 系 種

は 鮮 新 世 の 種 と 一 部 異 な る（ 貝 類 ，浮 遊 性 有 孔 虫 ，放 散

虫 ）．  

こ の よ う に 地 質 学 的 に 新 し い 鮮 新 世 ～ 更 新 世 に お け

る 様 々 な 生 物 の 変 遷 を 古 環 境 変 動 と 結 び 付 け て 総 括 し

た の は 初 め て の 試 み で あ り ，こ の 成 果 を も と に し て ，日

本 海 の 古 生 物 相 の 変 動 が 今 後 よ り 詳 細 に 明 ら か に さ れ

る こ と を 期 待 し て い る ．ま た ，今 回 十 分 に 行 え な か っ た

普 及 活 動 に つ い て も 今 後 行 っ て い き た い ．   

 


